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白山の高山帯におけるササラダニ群集の種組成

Oribatid　Co燃muni亡ies　iR　the　Alpine　Zone　of　M亡．　Hakusan

伊藤　弘美＊・青木　淳一＊＊

Hi「omi　IToH　and　Jun・ichi　AoKI

Synopsis

　　Oribatid　mite　communities玉n　the　alpine　zone　of　Mt．　Hakusan（Central　Japan）were　invest1gated

under　the　seven　different　vegetations：E〃ψ8ヶど〃〃7z’gr～〃πvar．ノ砂。ηガα〃πwind．blown　heath（st．2，

st．4），乃ノzz‘5メ》z‘〃涯Zαs｝1rub（s亡．3，　st．6），εorδ」‘5〃3α孟3z〃7㍑’rαノ～αshrub（st．1，　st．7），　A〃zz4∫〃跳zエ〃ノ’ozeゴ。驚ガ

shrub　（st。5），五ノ～g8Z～‘αρκみ85α～ノz∫　var．　η’α’5z〃πど〃㍑8　tall　herb　stan（1（st．10），　Cα1－8灘　ゐ～ψ1zαノ鴬α厚）σ

snow　patch　vegetatiQn（st．8）and　εα∫α為z‘78どど8～z∫～∫grassland（st．9）．　Against　expectation，　mQst　of

oribatid　species　did　not　show　a　special　re1臼tionship　to　any　vegetatlon．　Similarlty　values　based　upon

Jaccar（Ps　index　were　low　among　the　oribatld　comlnunit三es．　They　never　became　higher　between

oribatid　communit玉es　under　the　same　type　o壬vegetation．

は　じ　め　に

　環境の変化が土壌生物群集に与える影響に関する研

究を進めるにあたって，高山帯における調査は重要な

意義をもっている。それは人為的干渉の甚だしい平地

や山地帯とことなり，自然環境がよく保たれているか

らである。しかも，高山帯の厳しい環境は，わずかな

地形の差，風の方向や強弱，積雪の深さの遼いなどに

よって激しく変化し，このような変化を反映しながら

植生は限られた範囲にモザイク状に発達し，高由独特

の景観をつくりあげている。土壌生物群集に与える人

為の影響を研究する前段階としても，このような人為

の影響の少ない場所における調査をする必要がある。

　日本における高山帯の土壌ダニ（ササラダニ類）の

研究は極めて少なく，北海道幌尻岳での分類学的調査

（AoKI。1973），富士山での小規模な生態学的調査（青

木，！976），南アルプス仙丈ケ岳におけるさまざまな高

i⊥1植生下での調査（脊木・原田，1979）があるにすぎ

ない。今回は，本州最：西端の高山とされ，石川県・岐

阜県・福井県の県境に位置する白山において，森林限

界以上の地域を対象に，1979年7月！0日～11日，さま

ざまな環境下でササラダニ群集の調査を行ない，主と
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して植生との関連を検討した結果を報告する。

　白山の標高1，300m以下の山地帯においては，星野

（1979，！980aおよび1980b）がブナ林と二次林での

ササラダニ群集の調査を行っており，将来亜高山帯で

の調査が行われれば，今回の資料も合わせ，白山のサ

サラダニ群集の垂直的な変化を論じることができるで

あろう。

　本調査を実施するにあたり，白山自然保護センター

の星野宏一所長（現在＝環境庁自然保護局企画調整課

課長補佐）は調査地に関する予備知識ならびにさまざ

まな便宜を与えてくださり，同センターの上馬康生氏

は調査に潤行し御案内いただいた。また，当研究室の

原田洋助手は調査に嗣行ずるとともに，植生調査に関

して多大の御協力をいただいた。以上の諸氏に心から

御礼申しあげたい。

調　査　方　法

　本調査においては，いくつかの異なる植物群落にお

けるササラダニ群集の特色を，その種組成によって比

較しようとするものであり，群落内のササラダニの種

類をできるかぎり漏らさず採集することを目的に「拾

い取り法」　（青木，1978）によってサンプリングを行

うことにした。サンプリングに際しては，3×3mの

枠を設定し，枠内から土壌表層部ほか落葉，落枝，落

果，腐葉土，コケ，キノコなどを拾い集めて約2£と

し，これを1資料とした。各調査地点においては，同
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表1調査地点の環境と植生の一覧

調査　　標　高
地点　　　（ln） 楠生の獺観 立地および群落形態 主　な　群　落　構　成　鍾

st．1

st．2

st．3

st．4

st．5

st．6

st．7

st．8

st．9

st．10

2，480　　ウラジロナナカマド
　　　　低木林

2，490　　ガンコウラン風衝ハ
　　　　イデ

2，520　　　　／、イ　マツ1氏暫く隅木

2，620　　ガンコウラン風衝ハ
　　　　イデ

2，570　　　　　ミ　『ヤダマ／、ン／ノキ・低端く

　　　　林

2，570　　／、イマツ｛氏オく材こ

2，450　　ウラジロナナカマド
　　　　低木林

2，450 ショウジョウスゲ雪
n］｛i｝笠乙1三

2，340　　チシマザサ草原

2，100　　ミヤマシシウド高州
　　　　草凍

ハイマツ群落の中にモザイク
状に生育。植生高1．5m，植
被率90％。

ハイマツ群落の；袖群落。植生
斉着10Cln，　誘従〔被孫‘98％o

風あたりの強いゆるやかな斜
面に生育。高山帯の極柑林で
ある。

山頂附近の岩隙地帯。風衝作
月ヨカミ4寺に弓亘ミい。

ハイマツ低木林と隣接し，凹
状地域に生育。植生高1．2m，
植被率80％◇

ゆるやかな斜獅に生育。植生
高L3m。

ハイマツ群落と隣接して生育。
植生高L5m。

一堂附近，平坦地で残雪の多
い場所。植生高0．3m，植被
率95％。

弥陀ケ原，平坦地。植生高
0，4m，　癒i被率95タ6。

土砂の移動の多い斜面に生育。
やわらかく広：い葉をもったプく
型の樒物が多く，種類も多い。

ウラジロナナカマド，エンレイソウ，イワノ
ガリヤス，キヌガサとウ，ズタヤクシュ，シ
ナノキンバイ，べニハナイチゴ，クロユリ

ガンコウラン，クロマメノキ，コケモモ，　ミ
ツバオウレン，マキパエイラソタイ

ハイマツ，タカネナナカマド，『マイヅルソウ，
ミツバオウレン，タケシマラン，ダチョウゴ
ケ，タチハイゴケ

ガソコウラソ，コケモモ，イワカガミ，イワ
ウメ，ハナゴケ属の一種，マキバエイラソタ
イ

ミヤマハンノキ，バクサソボウフウ，キイト
スゲ，コケモモ

ハイマツ，コケモモ，ガンコウラン，ハナゴ
ケ属の一種

ウラジロナナカマド，モミジカラマツ，コバ
イケイソウ，　ミヤマキンポウゲ，’マイヅルソ
ウ　ベニバナイチゴ
　，

ショウジョウスゲ，コバイケイソウ，クロユ
リノ　ミヤマキンバイ，バクサンフウr孔マイ
ツルソウ

チシマザサ，イワカガミ，ミヤマカンスゲ，
イタドリ，コバイケイソウ，ミツバオウレン

ミヤマシシウド，ヒトツ・曽モギ，バクサソ
　　　　　　　　　　　　　コバイケイソアザミ，バクサントリカブト，
ウ，ムカゴトラノオ，　ミヤ『マキソポウゲ，オ

ニシモツケ

一植物詳落内に数m問隔で3枠を設定し，1地点3資

料のサンプリングを行い，計ユ0地点から30資料を得

た。7月10日，11日に採取した資料は紙袋に入れ，蒸

れを防ぎながら運搬し，7月13日に横浜国立大学：瑠ミ境

科学研究センターに設1置されているTullgren装置に

かけ，40W麗球を72時間点灯し，80％エチルアルコー

ル中に動物を拙出した。

　　　　　　　　調査地点の植生

　1．　ハイマツ低木林（st．3，　st．6）

　主として標高2，500m以上に生育し，白山全地域の

0．9％を被うものである。耐風嫌雪，耐貧栄養土壌の

三盛胡低木林であり，治由の脊梁部を保護し，浸食に

抵抗する力が最も強く，この群集の存在する場所では

崩壊はおこらない（鈴木，／972）。調査地点において

は，草本層に，コケモモ，マイヅルソウ，タケシマラ

ンなどがあったが，特に地上にはコケ植物が多く，ダ

チョウゴケ，タチハイゴケなどが密生しており，リタ

ー（落葉落枝）も厚かった。また，林床に光がさし込

むような場所でぱ，コヶ槌物にかわってハナゴケ嘱や

マキバエイランタイなどの地衣類が生じていることも

あった。

　2．　ガンコウラン風衝ハイデ（st．2，　st。4）

　風の影響がさらに強くなると，ハイマツはもはや成

立できなくなり，風衝ハイデとなる。濤山において，

ハイマツが！00％被っていなければならないはずが，

4分の玉にとどまっているのは，季節風効果の大きい

日本海よりの高山の特色である（鈴木，1972）。　調査

地点では，ガンコウランの他に，コケモモ，イワウ

メ，ハイマツの幼生などの植物を含み，植生高わずか

10cmほどの群落である。ハイマツ群落の袖群落をな

し，ハイマツ群落とモザイク状に生育している。

　3。　ミヤマハンノキ低木林（st．5）

　風下側の残雪の多い地域になると，落葉して体眠す

るため耐雪性のあるミヤマハンノキ低木林がハイマツ

低本林にかわる。林床にはバクサソボウフウ，コケモ

モなどが生育し，地衣類やコケ類は見られない。ハイ

マツ群落の小凹部に帯状に生育している。

　4．　ウラジロナナカマド低木林（st．1，　st，7）

　ミャマハンノキ低木林と同様，耐雪性のある群落で

ある。ミマヤハンノキ低木林に比べると，林床植生を

構成する種は多いようであった。クロユリ，ミャマダ

イモンジソウ，ベニバナイチゴなどが林床植生として

あげられる。

　5．　ショウジョウスゲ雪田植生（st．8）

　室堂ロッジの前に広がるショウジョウスゲ群落は，
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図1いくつかの調査地点の植生概観

A：白山御前峰（弥陀ケ原より山頂を望む）。B：室堂附近（御前峰中腹より）。Clハイマツ低木林

（sに．6）。D：ウラジロナナカマド低木林（st．7）。　E＝ガンコウラン風衝ハイデ（st．2）。ミヤマハン

ノキ｛懇懇くオ木　（st．5）。

他の1ヨ本海よりの高山にも広く発辻している高山湿原

であるが，白山においては，極めて局限された分布を

示している。南竜ケ馬場，小桜乎，北弥陀原などに発

辻している残藻泥炭湿原〔雪田植物赴会〕であるが，

白山においてしめる面積は1％に達しない（鈴木，

1972）。　リターは甑めて少なく，コバイケイソウ，ミ

マヤキンバイ，クロユリなどの植物が散在していた。

　6．　チシマザサ草原（st．9）

　風衝と残蜜がともにはたらくと，ハイマツ低木林が

チシマザサ低木林となる。白山において本群落が占め

る割合は2％以上になり，ハイマツ低木林をこえてい

る（鈴木，！972）。　調査地点は，木：本を伴わないササ

享原であった。

　ア．　ミヤマシシウド高議草原（st．10）

　湿原の発達が悪いのに反して，白山においては高茎

草原の発達がよい。ミヤマシシウド，ヒトツバヨモ

ギ，バクサソトリカブト，コバイケイソウ，バクサン

アザミなど丈の高い多年草が生育する高茎草原は，地

域の3％に近い面積を占めている（鈴木，1972）。

　以上の7植生10地点において，サンプリングを行っ

た。各調査地点の標高，植生の相観，立地および群落

形態，群落構成種については，表1および図1にまと

めた。
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結果および考察

　1．注目すべき種

　今までの採集記録が少なく，分布上注目すべき種と

して以下のようなものがあった。アオキダルマヒワダ

ニB～u6妙ご1z・‘1z〃zoノ～々‘5α・燃CHINONEは秋田県鳥

海1」」を模式産地として1974年に記載されたものである

が，その後の採集記録はなく，この白山での記録（st．

8およびst。9）が第2の記録となる。エンバンダニ

翫倉ノψ，一（がαoノわ～α‘Z‘zオα　AoKI　et　OHNIsHIは1974

年に北海道から記載され，その後1974年6月6日に山

梨県の北沢曄周辺で採集されたのみであったが，今回

第3の記録としてst．1，st。2およびst，10から見い

だされた。　タカネシワダニN♪1zo‘ψ1～8榔刀勿αZf5

（SCHWEIZER）は群罵県白根山殺生河原および南アル

プス仙丈ケ爵からのみ，タテイワダニこ乃κ甜Zo万う認65

sp，　Aは東京都下奥多鯵および仙丈ケ岳からのみ知ら

れていたが，今園の調査で前者はst．4か日，後者は

st．2から採集され，それぞれ第3番目の記録となる。

ヨ月ロッパマドダニ＆！6‘oみ6Zろ”ααα！々ζ／81～5（FORSS－

LUND）はヨーロッパおよびカナダから知られている

種で，今回st．8およびs亡．9を除くすべての地点か

ら得られ，臼本新記録である。その他，まだ種名まで

しま確定できないものであるが，マドダニの一種＆鷹。一

∂θZ∂θ〃αsp．　gおよびsp．10，ハシゴコバネダニの一

種D∫妙’8ノηみσ彦65spJ，　sp．　K，　sp．　しおよびsp．　E，

モンツキダニの一種丁’『妬少0訪読0ノ～∫κ5Sp．　B，ツノバ

ネダニの一種A61砂’8々αsp，　Dおよびsp．　E，ヒワ

ダニモドキの一種丑ら4）oo12’ん。〃～8ZZαsp．　A，ハゲコバ

ネダニの一種C8’撹。潔’”αsp．　Aおよびsp．　Bなど

の．種も日本でははじめて見る種であった。

　2．種　　数

　全10調査地点から合計84種のササラダニ類が得られ

たが，この種数は同様な調査（青木。原田，1979）が

行われた南アルプス仙丈ケ謡の高し無帯（1978年7月23

日に11地点から11資料採取）から得られた合計種数54

種よりもはるかに多い。今回は1地点から3資料とっ

てあり，計30資料を調べてあるので，この差は資料数

に由来するものかもしれない。しかし，各調査資料ご

との．種数を調べてみると，白山では最低7種～最高25

種（平均14．7種）であったのに対し，仙丈ケ岳では最

低8種～最高20種（平均12．6種）となり，やはり白山

のほうが種数がやや豊富であるということになる。同

じ高山帯といっても，白山（標高2，702m）において

は調査地は標高2，100～2，620mの間にあり，仙丈ケ岳

（標高3，032m）においては調査地が標高2，710～3，020

mの間にあり，仙丈ケ岳高山帯のササラダニ種数の少

なさはこの標高差に由来する可能性が高い。

　植生別にササラダニ回数（3資料での合計）をみる

と，ウラジロナナカマド低木；林（st．1，　st．7），ハイマ

ツ低木林（st．3），　ミヤマシシウド高山草原（st．10）

においていずれも30種を超して種類相がかなり豊かで

あるのに対し，ショウジョウスゲ雪濁植生（st．8）と

チシマザサ草原（st，9）では17種で貧弱であった。岡

じ落葉広葉樹の低木林であっても，ウラジロナナカマ

ド低木林のササラダニ種数はミヤマハンノキ低木林

（st．5）の忌数よりもかなり多い。このことは，仙丈

ケ岳における調査結果においても認めることができ，

やや湿った地に生育するウラジロナナカマド林下のサ

サラダニ相は豊富になるようである。

　3．ササラダニ各種と植生との結びつき

　表2を検討し，特定の植生と結びつきを示すササラ

ダニの種を晃いだそうとしたが，そのような種は極め

て少ないことがわかった。！地点で得た3資料のう

ち，少くとも2資料に出現し，しかもそれが特定の植

生下に限定されたものを選んでみると，ガンコウラン

風衝ハイデのタテイワダニひノz4z‘！01司’う‘庇5　sp．　Aおよ

び双晶ネシワダニ　Nψ1王。αψ1zεz‘3／z加αZ露，ハイマツ

低木林とケタカブ》ダニ7セgoア瀞α麟‘’ガb蹟‘5およ

びタマダルマヒワダ日賦の一種，ウラジロナナカマド

低木林のツノバネダニ属の一種A‘ノ砂妙毎sp．　Eお

よびハシゴコバネダニ属の一種Dど妙如τめ説θ5sp．　L，

ミヤマシシウド高：茎草原のイナヅマダルマヒワダニ

ん8認。‘1励ω磁∫f‘語α‘∫の7種だけであった。この

うち，ミヤマシシウド草原は1地点しか調査していな

いのでなんともいえないが，他の植生はいずれも2地

点ずつ調査してであり，上記のササラダニ種はその2

地点のうちの片方の1地点にしか出現しておらず，他

方の地点では皆無であった。たとえば，ツノバネダニ

の一種はst，7のウラジロナナカマド低木林の3資料

にたくさん出現しているが，同じウラジロナナカマド

低木林でもst．1のほうには全く出現していない。こ

のようなことから，ある特定の植物群i落と特定のササ

ラダニ種との強い結びつきを見いだすことはできなか

った。

　2種類以上の植物群落にまたがって出現する種につ

いても同様のことがいえる。出現の傾向にかなり強い

片寄りを示したものとして，コバネダニ属の一種

C81『α如之8陀5　sp。　Cがウラジロナナカマヂ低i木林，ショ

ウジョウスゲ雪田植生，チシマザサ草原だけに限定し

て多く出現すること，ツノバネダニ属の一種Ac1ψ一

診81・如sp．　Dがほぼウラジロナナカマド低木林に限定

して出現することなどが注巨される。しかし，強い片

寄りを示した他の種の多くは，たとえば，キシダイレ



　　　表2　白山高i⊥i帯の各種植物群落下のササラダニ群集組成（表中の数掌は生息密度の大まかな大小を表わす。11少ない，2：やや多い，3：多い）

Species　composition　of　oribatid　mite　communities　under　di旺erent　vegetation　in　the　alpine　zone　of　Mt．　Hakusan（Density－1；low，2：medium，3：high）
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万00屍々0η吻31αρρ0沈0κ∫　ラップランドダルマヒワダニ
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EZfμθγo彪9αθz4sα7”7α紐∫　キバダニ

Q㍑αゴ，ηカクガασ％α訪’此αγ加α’α　ヨスジツブダニ

磁掬πγ召∬初’∫ααC漉α　マルツヤダニ
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Cθ畑渉。詔’〃αsp．　B　ハゲコバネダニ属の・．．．一・種

五刑ψ’θガαsp．君　ツノバネダニ属の一種
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Cθγ認09訂θ59プαo漉s　メーオコバネダニ（新称）
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コダニM々θ漉6Zoオノー漉αんお1L∫イ認，ブリソデダニの一種

Gaiumnidae　sp．　Aなどのように，同じ種類の植物群

落への出現のしかたが全く異なっており，やはり特定

の植物群落との強い結びつきを示すものはほとんどな

いといってよい。

　調査の行われた10地点のほとんど全部に幅広く出現

した種としては，クワガタダニ7セ。彦。＠1zαβて，8鰯’‘∫，

ナミツブダニQP♪’8Z如ノzoz’α，エンマダニの一．種

E～ψ8Z（4）5　sp．　C，チビゲダルマヒワダニゐfoご1z訪ω～’～’5

∫8”癬窺などがあった。このうち，最初の2種は高山

帯にかぎらず，どこにでも1隔広く出現することで著名

な種で，分布も世界的である。

　4，JACCARDの共通係数によるササラダニ群集の

　　類似度

　前璽ではササラダニ類の種がどの植物群落に出現す

るかという点に着目して調べてきたが，・今度はササラ

ダニ群集の種類組成に着目し，植物群落下での構成比

の類似性による比較を行うことにした。各植物群落閲

でササラダニ群集の類似性を求めるために，JACCARD

の共通係数を用いて比較した。JACCARDの共通係数

は，A地点とB地点の面面をそれぞれa，　bとし，　A

地点とB地点の共通種数を。とした場合，c／a＋b－c

であらわされるものである。

　各植物群落闘でJACCARDの共通係数を求め，それ

をまとめたものが図2の類似マトリックスである。全

体的に共通係数は低く，調査地点st．5のミヤマハン

ノキ低木林と調査地点st．7のハイマツ低木林のササ

ラダニ群集間で得られた0，50という値が最：高であっ

た。このことより，それぞれの調査地点でのササラダ

ニ群集は互いにかなり災質なものであることがわか
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図2　JACCARDの共通係数によるササラダニ

　　群集の類似マトリヅクス

JAccARD’s　coefHc1ents　among　the　oribatid

comrnunit量es　investigated
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図3各植物群落下のササラダニ群集の種類

　　高度をMOUNTFORD法によりデンドロ

　　グラム化したもの

AdendrQgram　drawn　with　the　MOUNTFO－

RD’s　method　showing　similarlties　among

oribatid　communities　under　the　di貿erent

vegetations

る。同じ植物相で調査が2地点ずつ行なわれたガンコ

ウラン風衝ハイデ，ハイマツ低木林，ウラジロナナカ

マド低木林においても，ガンコウラン風衝ハイデst．2

とst．4間での値は0．18，ハイマツ低木林st．3とst．6

間では0．31，ウラジ・ナナカマド低木林st．1とst．7

間では0．35となり，決して高い類似性を示している値

ではない。この点を明確にするために，JACCARDの

共通係数をもとに，群集間の類似性をMOUNTFORD

法によリデンドログラム化したものが図3である。こ

れによると，同じ植物群落同志のまとまりはほとんど

見られないといってよいだろう。ただ，チシマザサ草

原とショウジョウスゲ雪田植生間は，他の8地点のま

とまりからかなり隔ったものとしてまとめられること

がわかる。

　高山帯における植生とササラダニ群集の間のこのよ

うな非関連姓は，青木・原田（！979）による仙丈ケ岳

の調査においても認められており，本調査と同様にし

て作成されたデンドログラムの中において，二つのウ

ラジロナナカマド群落，二つのミヤマハンノキ群落，

三つのハイマツ群落のササラダニ群集がそれぞれにま

とまることなく，ばらばらに離れた位置を占めていた

のである。環境条件が生物にとって厳しく，しかも人

為的干渉の小さい高山帯においてこそ，植生は環境を

忠実に反映しており，したがってササラダニ群集と植

生との間にも強い結びつきが明瞭に認められるであろ

うという当初の期待は，この二つの調査によって全く

裏切られた形となった。しかし，このことは新たな興

味を喚起するものであり，高山帯におけるササラダニ

群集が種組成の上でなぜ互に類似性が低いのか，また

その種組成を決定するものはなんであろうか，という

問題が提起されたことになる。ここではただ，高匡1帯

における植生とササラダニ群集の種組成との闘には明

瞭な関連がみられなかったという事実が，仙丈ケ岳の

調査に続いて再び得られたということを収穫としてお

くに止めたい。

要 約

　1．石規県・岐皐県にまたがる白山の高山帯（森林

限界以上の地域）を対象に，七つの異なる植物群落を

含む10地点において土壌中のササラダニ群集の比較調

査を行なった。

　2．禽計84種のササラダニ類が得られたが，調査地

点別にみると，最低17種～最高34種（平均25。4種）で，

ウラジロナナカマド低木林で最高，ショウジョウスゲ

雪田植生およびチシマザサ草原で最低であった。

　3．ササラダニ各種の出現のしかたを調べたとこ

ろ，特定の植物群落と強い結びつきを示す種はほとん

ど見出せなかった。

　4．JACCARDの共通係数を嗣いでササラダニ群集

間の類似度を算出してみたが，全体的に群集闘の類似

度が低く，また植物群落の類似牲とササラダニ群集の

類似駐の間には関係カミないことがわかった。
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